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築
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築
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す
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す
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築
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会
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運
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根
絶
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
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一
部
を
改
正
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八

〇
宮
城
県
道
路
交
通
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則�

八

規

則

　

宮
城
県
公
報
発
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
七
年
三
月
十
八
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
五
十
五
号

　
　
　
宮
城
県
公
報
発
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

宮
城
県
公
報
発
行
規
則
（
昭
和
三
十
一
年
宮
城
県
規
則
第
六
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
五
条
の
見
出
し
中
「
及
び
目
録
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
を
削
る
。

　

第
六
条
中
「
一
月
三
日
」
を
「
一
月
五
日
」
に
、「
が
困
難
」
を
「
を
休
止
す
る
こ
と
が
適
当
」
に
改
め
る
。

　

第
七
条
第
一
項
中
「
第
二
条
第
一
項
各
号
」
を
「
第
二
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
五
号
ま
で
」
に
改
め
、「（
以
下
「
登

載
依
頼
者
」
と
い
う
。）」
及
び
「
同
項
第
一
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
に
あ
つ
て
は
原
議
と
と
も
に
、
同
項

第
六
号
及
び
第
七
号
に
掲
げ
る
事
項
に
あ
つ
て
は
依
頼
書
又
は
」
を
削
り
、「
と
と
も
に
原
稿
及
び
当
該
」
を
「
及
び
」

に
改
め
、「
を
い
う
。」
の
下
に
「
次
項
に
お
い
て
同
じ
。」
を
加
え
、「
送
付
し
な
け
れ
ば
」
を
「
送
信
し
な
け
れ
ば
」

に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２�　

第
二
条
第
一
項
第
六
号
及
び
第
七
号
に
掲
げ
る
事
項
を
登
載
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
決
裁
の
終
わ
つ
た
こ
と
を
示

す
書
類
及
び
原
稿
に
係
る
電
磁
的
記
録
を
県
政
情
報
・
文
書
課
長
に
送
信
し
て
登
載
を
依
頼
す
る
も
の
と
す
る
。

　

第
八
条
第
四
項
中
「
登
載
依
頼
者
」
を
「
第
二
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
登
載
し
よ
う
と
す
る
者
（
第
十
条

第
一
項
に
お
い
て
「
登
載
依
頼
者
」
と
い
う
。）」
に
改
め
る
。

　

第
九
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
九
条　

削
除

　
　
　
附
　
則

　

（
施
行
期
日
）

１�　

こ
の
規
則
は
、
令
和
七
年
三
月
二
十
六
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
五
条
の
改
正
規
定
は
、
同
年
四
月
一
日

か
ら
施
行
す
る
。

　

（
経
過
措
置
）

２�　

改
正
後
の
第
七
条
か
ら
第
九
条
ま
で
の
規
定
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
以
後
に
発
行
さ
れ
る
宮
城
県
公
報
の
発
行

に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
発
行
さ
れ
る
宮
城
県
公
報
の
発
行
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

�

　

消
防
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
七
年
三
月
十
八
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
五
十
六
号
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消
防
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
　

　

消
防
法
施
行
細
則
（
昭
和
三
十
五
年
宮
城
県
規
則
第
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
五
条
中
「
様
式
第
二
号
」
の
下
に
「
又
は
様
式
第
二
号
の
二
」
を
加
え
る
。

　

様
式
第
二
号
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。

様
式
第
２
号
の
２
（
第
５
条
関
係
）（
証
印
）

宮
　
　
城
　
　
県

知
　
　
事

10m
m

10m
m
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様
式
第
三
号
か
ら
様
式
第
五
号
ま
で
の
規
定
中
「日

本
工
業
規
格

」
を
「日

本
産
業
規
格

」
に
改
め
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

�

　

国
土
調
査
の
成
果
の
写
し
の
閲
覧
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
七
年
三
月
十
八
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
五
十
七
号

　
　
　
国
土
調
査
の
成
果
の
写
し
の
閲
覧
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

国
土
調
査
の
成
果
の
写
し
の
閲
覧
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
二
十
九
年
宮
城
県
規
則
第
百
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

　

第
二
条
中
「
企
画
部
地
域
振
興
課
」
を
「
農
政
部
農
村
整
備
課
」
に
改
め
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

�

　

簡
易
水
道
事
業
補
助
金
交
付
規
則
を
廃
止
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
七
年
三
月
十
八
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
五
十
八
号

　
　
　
簡
易
水
道
事
業
補
助
金
交
付
規
則
を
廃
止
す
る
規
則

　

簡
易
水
道
事
業
補
助
金
交
付
規
則
（
昭
和
三
十
七
年
宮
城
県
規
則
第
七
十
二
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

�

　

建
築
士
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
七
年
三
月
十
八
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
五
十
九
号

　
　
　
建
築
士
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

建
築
士
法
施
行
細
則
（
昭
和
二
十
七
年
宮
城
県
規
則
第
二
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

「住　
　
所

氏　
　
名

生
年
月
日

登
録
番
号

登
録
年
月
日

電
話
番
号

」

　

様
式
第
四
号
中

を
「住　

　
所

氏　
　
名

登
録
番
号

登
録
年
月
日

電
話
番
号

」
に
改
め
る
。

　

様
式
第
五
号
中

「　
　
　
ふ

り
が

な　
１　

氏
名

２　
生

年
月

日

３　
性

別

４　
本

籍
地

５　
登

録
番

号

６　
登

録
年

月
日

７　
汚
損
又
は
亡
失
の
年
月
日

８　
申
請
理
由

（�具
体
的
に
詳
し
く

記
入
の
こ
と
。

）

書
換
え
交
付

再
交
付

（汚
損
亡
失

）

」

を「　
　
　
ふ

り
が

な　
１　

氏
名

２　
本

籍
地

３　
登

録
番

号

４　
登

録
年

月
日

５　
汚
損
又
は
亡
失
の
年
月
日
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６　
申
請
理
由

（�具
体
的
に
詳
し
く

記
入
の
こ
と
。

）

書
換
え
交
付

再
交
付

（汚
損
亡
失

）

」

に
改
め
る
。

　
　
　
附
　
則

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
規
則
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
経
過
措
置
）

２�　

改
正
前
の
建
築
士
法
施
行
細
則
の
規
定
に
よ
る
諸
様
式
で
、
取
扱
い
上
著
し
く
支
障
の
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、

当
分
の
間
、
改
正
後
の
建
築
士
法
施
行
細
則
の
規
定
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

告

示

〇
宮
城
県
告
示
第
百
四
十
号

　

救
急
病
院
等
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
三
十
九
年
厚
生
省
令
第
八
号
）
第
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
病
院
を

救
急
病
院
と
認
定
し
た
。

　
　

令
和
七
年
三
月
十
八
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

名　
　
　

称

所　
　

在　
　

地

認
定
年
月
日

認
定
の
有
効
期
限

国
民
健
康
保
険
川
崎
病

院

川
崎
町
大
字
前
川
字
北
原
二
十

三
番
地
一

令
和
七
年
三
月
十
七
日

令
和
十
年
三
月
十
六
日

〇
宮
城
県
告
示
第
百
四
十
一
号

　

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第

四
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
か
ら
次
の
と
お
り
事
業
を
廃
止
す
る
旨
届
出
が

あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
五
十
一
条
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　

令
和
七
年
三
月
十
八
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

事
業
所
番
号

事
業
所
の
名
称
及
び

所
在
地　
　
　
　
　

廃
止
す
る
指
定
障
害�

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
種
類

設
置
者
名

廃
止
年
月
日

〇
四
一
一
三
〇
〇
二
五
四

ふ
く
し
工
房
か
つ
ら
っ

ぱ栗
原
市
高
清
水
新
桂
葉

二
七
八－

二

就
労
移
行
支
援

社
会
福
祉
法
人

豊
明
会

令
和
七
年
三
月

三
十
一
日

〇
宮
城
県
告
示
第
百
四
十
二
号

　

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第

四
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
か
ら
次
の
と
お
り
事
業
を
廃
止
す
る
旨
届
出
が

あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
五
十
一
条
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　

令
和
七
年
三
月
十
八
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

事
業
所
番
号

事
業
所
の
名
称
及
び

所
在
地　
　
　
　
　

廃
止
す
る
指
定
障
害�

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
種
類

設
置
者
名

廃
止
年
月
日

〇
四
一
一
四
〇
〇
三
四
四

ほ
っ
と
フ
ァ
ー
ム
松
島

東
松
島
市
野
蒜
北
余
景

五
十
二－

十
二

就
労
継
続
支
援
Ａ

型

ほ
っ
と
フ
ァ
ー

ム
株
式
会
社

令
和
七
年
三
月

三
十
一
日

〇
宮
城
県
告
示
第
百
四
十
三
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
七
年
三
月
十
八
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
東
部
土
木

事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
七
年
三
月
十
八
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

県
道

二　

路　

線　

名　

石
巻
鮎
川
線

三　

道
路
の
区
域変　

更　

の　

区　

間

変
更
の

前　

後

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

敷
地
の
延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

備　
　

考

　

Ａ
　

七
・
八
～

�

二
八
・
八

四
、
九
六
〇
・
〇

上
記
Ａ
、
Ｂ
、

Ｃ
及
び
Ｄ
は
、

関
係
図
面
に
表

示
す
る
敷
地
の

区
分
を
い
う
。

前
Ｂ

　
　
　

　
　
　

　

Ｃ
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石
巻
市
桃
浦
字
行
屋
入
三
番
三
地
先
か
ら

同
市
桃
浦
字
蛭
沢
六
番
二
地
先
ま
で

　

Ｄ

　
　
　

　
　
　

　

Ａ
　

七
・
八
～

�

二
八
・
八

四
、
九
六
〇
・
〇

後
Ｂ

一
一
・
五
～

�

四
八
・
四

二
、
七
二
〇
・
〇

　

Ｃ
　

四
・
七
～

�

七
・
三

一
〇
〇
・
一

　

Ｄ
　

八
・
四
～

�

一
八
・
三

六
九
・
七

〇
宮
城
県
告
示
第
百
四
十
四
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
七
年
三
月
十
八
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
仙
台
土
木

事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
七
年
三
月
十
八
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

県
道

二　

路　

線　

名　

相
馬
亘
理
線

三　

道
路
の
区
域変

更

の

区

間

変
更
の

前　

後

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

敷
地
の
延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

亘
理
郡
山
元
町
坂
元
字
木
ノ
下
七
〇
番
地
先
か
ら

同
郡
同
町
山
寺
字
北
頭
無
一
七
九
番
八
地
先
ま
で

前

一
二
・
五
～

�

六
三
・
八

�

六
、
〇
四
九
・
七

後

一
二
・
五
～

�

六
三
・
八

�

六
、
〇
四
九
・
七

〇
宮
城
県
告
示
第
百
四
十
五
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
七
年
三
月
十
八
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
仙
台
土
木

事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
七
年
三
月
十
八
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

県
道

二　

路　

線　

名　

仙
台
岩
沼
線

三　

道
路
の
区
域変

更

の

区

間

変
更
の

前　

後

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

敷
地
の
延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

名
取
市
愛
島
笠
島
字
一
本
木
二
五
六
番
四
地
先
か

ら同
市
愛
島
笠
島
字
向
田
一
番
三
地
先
ま
で

前

一
九
・
四
～

�

四
七
・
一

�

八
九
・
〇

後

一
九
・
二
～

�

二
八
・
四

�

八
九
・
〇

〇
宮
城
県
告
示
第
百
四
十
六
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
七
年
三
月
十
八
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
北
部
土
木

事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
七
年
三
月
十
八
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

県
道

二　

路　

線　

名　

柳
沢
中
新
田
線

三　

道
路
の
区
域変

更

の

区

間

変
更
の

前　

後

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

敷
地
の
延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

加
美
郡
加
美
町
谷
地
森
字
峯
岸
前
二
番
三
地
先
か

ら同
郡
同
町
鳥
嶋
字
新
鹿
嶋
一
四
四
番
地
先
ま
で

前

　

七
・
二
～

�

八
・
八

�

一
、
四
七
一
・
〇

後

　
　
　

　
　
　

加
美
郡
加
美
町
鳥
屋
ヶ
崎
字
八
幡
前
九
五
番
地
先

か
ら

同
郡
同
町
鳥
屋
ヶ
崎
字
稲
荷
前
一
八
三
番
一
地
先

ま
で

前

　

五
・
九
～

�

一
五
・
二

�

五
一
六
・
七

後

　
　
　

　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
百
四
十
七
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
七
年
三
月
十
八
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
北
部
土
木
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事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
七
年
三
月
十
八
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

県
道

二　

路　

線　

名　

鳥
屋
崎
小
野
田
線

三　

道
路
の
区
域変

更

の

区

間

変
更
の

前　

後

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

敷
地
の
延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

加
美
郡
加
美
町
鳥
屋
ヶ
崎
字
倉
沢
道
下
六
八
番
地

先
か
ら

同
郡
同
町
鳥
嶋
字
東
田
九
七
番
一
地
先
ま
で

前

　

五
・
一
～

�

八
・
九

�

二
一
〇
・
三

後

　
　
　

　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
百
四
十
八
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
七
年
三
月
十
八
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
北
部
土
木

事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
七
年
三
月
十
八
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

県
道

二　

路　

線　

名　

鳴
子
小
野
田
線

三　

道
路
の
区
域変

更

の

区

間

変
更
の

前　

後

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

敷
地
の
延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

加
美
郡
加
美
町
北
川
内
字
川
原
田
六
番
一
地
先
か

ら同
郡
同
町
北
川
内
字
川
原
田
六
番
一
地
先
ま
で

前

二
二
・
一
～

�

二
八
・
一

�

三
一
・
五

後

二
六
・
五
～

�

三
二
・
一

�

三
一
・
五

〇
宮
城
県
告
示
第
百
四
十
九
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を

開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
七
年
三
月
十
八
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
大
河
原
土

木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
七
年
三
月
十
八
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

道
路
の

種　

類

路　

線　

名

供　

用　

開　

始　

の　

区　

間

供
用
開
始
年
月
日

一
般
国
道

三
四
九
号

伊
具
郡
丸
森
町
耕
野
字
登
花
東
一
六
番
三
地
先
か
ら

同
郡
同
町
耕
野
字
登
花
東
一
二
番
一
地
先
ま
で

令
和
七
年

�

三
月
二
十
八
日

〇
宮
城
県
告
示
第
百
五
十
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を

開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
七
年
三
月
十
八
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
大
河
原
土

木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
七
年
三
月
十
八
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

道
路
の

種　

類

路　

線　

名

供　

用　

開　

始　

の　

区　

間

供
用
開
始
年
月
日

一
般
国
道

三
四
九
号

伊
具
郡
丸
森
町
大
張
川
張
字
舘
一
三
一
番
一
地
先
か
ら

同
郡
同
町
大
張
川
張
字
舘
二
四
番
一
地
先
ま
で

令
和
七
年

�

三
月
二
十
八
日

〇
宮
城
県
告
示
第
百
五
十
一
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を

開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
七
年
三
月
十
八
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
東
部
土
木

事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
七
年
三
月
十
八
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

道
路
の

種　

類

路　

線　

名

供　

用　

開　

始　

の　

区　

間

供
用
開
始
年
月
日

県

道

石
巻
鮎
川
線

石
巻
市
桃
浦
字
ト
ウ
ミ
キ
三
九
番
二
地
先
か
ら

同
市
桃
浦
字
寺
下
無
番
地
先
ま
で

令
和
七
年

�

三
月
十
八
日

石
巻
市
桃
浦
字
浜
中
五
番
六
地
先
か
ら

同
市
桃
浦
字
浜
中
一
番
地
先
ま
で
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〇
宮
城
県
告
示
第
百
五
十
二
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を

開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
七
年
三
月
十
八
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
仙
台
土
木

事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
七
年
三
月
十
八
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

道
路
の

種　

類

路　

線　

名

供　

用　

開　

始　

の　

区　

間

供
用
開
始
年
月
日

県

道

仙
台
岩
沼
線

名
取
市
愛
島
笠
島
字
一
本
木
一
九
一
番
五
地
先
か
ら

同
市
愛
島
笠
島
字
向
田
五
九
番
一
地
先
ま
で

令
和
七
年

�

三
月
十
八
日

〇
宮
城
県
告
示
第
百
五
十
三
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を

開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
七
年
三
月
十
八
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
北
部
土
木

事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
七
年
三
月
十
八
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

道
路
の

種　

類

路　

線　

名

供　

用　

開　

始　

の　

区　

間

供
用
開
始
年
月
日

県

道

鳴
子
小
野
田

線

加
美
郡
加
美
町
北
川
内
字
川
原
田
六
番
一
地
先
か
ら

同
郡
同
町
北
川
内
字
川
原
田
六
番
一
地
先
ま
で

令
和
七
年

�
三
月
十
八
日

〇
宮
城
県
告
示
第
百
五
十
四
号

　

土
地
区
画
整
理
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
）
第
三
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
土
地
区
画
整

理
組
合
の
事
業
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
認
可
し
た
。

　
　

令
和
七
年
三
月
十
八
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

組
合
の
名
称

　
　

富
谷
市
明
石
台
東
土
地
区
画
整
理
組
合

二　

事
務
所
の
所
在
地

　
　

富
谷
市
明
石
台
七
丁
目
一
番
地
三

三　

設
立
認
可
の
年
月
日

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
日

四　

変
更
認
可
の
年
月
日

　
　

令
和
七
年
三
月
十
一
日

〇
宮
城
県
告
示
第
百
五
十
五
号

　

小
山
田
川
沿
岸
土
地
改
良
区
の
定
款
変
更
に
つ
い
て
、
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三

十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
七
年
三
月
七
日
認
可
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
認
可
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
か
月
以
内
に
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
仙
台

地
方
裁
判
所
に
こ
の
認
可
に
対
す
る
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

令
和
七
年
三
月
十
八
日

�

宮
城
県
北
部
地
方
振
興
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

所　

長　
　

稲　
　

村　
　
　
　
　

伸　
　
　

公

告

〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工

区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

令
和
七
年
三
月
十
八
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一�　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

　

気
仙
沼
市
長
磯
牧
通
百
十
番
一
及
び
百
六
十
八
番
並
び

に
八
十
六
番
二
及
び
八
十
七
番
一
の
各
一
部（
第
一
工
区
）

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）
　

北
海
道
札
幌
市
東
区
北
二
十
四
条
東
二
十
丁
目
一
番
二

十
一
号

�

株
式
会
社
ツ
ル
ハ　
　
　
　
　
　

�

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
落
札
者
を
決
定
し
た
。

　
　

令
和
七
年
三
月
十
八
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

落
札
に
係
る
物
品
又
は
役
務
の
名
称
及
び
数
量　

交
通
管
制
シ
ス
テ
ム
保
守
点
検
業
務　

一
式

二�　

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
室
等
の
名
称
及
び
所
在
地　

宮
城
県
警
察
本
部
総
務
部
会
計
課　

仙
台
市
青

葉
区
本
町
三
丁
目
八
番
一
号

三　

落
札
者
を
決
定
し
た
日　

令
和
七
年
三
月
七
日
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四�　

落
札
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
又
は
所
在
地　

オ
ム
ロ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
株
式
会
社　

北

関
東
・
東
北
支
店　

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
宮
町
一
丁
目
百
十
四
番
一
号

五　

落
札
金
額　

六
千
四
百
三
十
五
万
円

六　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続　

一
般
競
争
入
札

七　

入
札
の
公
告
を
行
っ
た
日　

令
和
七
年
一
月
二
十
四
日

公
安
委
員
会

〇
宮
城
県
公
安
委
員
会
規
則
第
６
号

　
宮
城
県
飲
酒
運
転
根
絶
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　
令
和
７
年
３
月
18日

�
宮
城
県
公
安
委
員
会
委
員
長
　
佐
藤
　
勘
三
郎
　
　

　
　
　
宮
城
県
飲
酒
運
転
根
絶
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　
宮
城
県
飲
酒
運
転
根
絶
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
19年
宮
城
県
公
安
委
員
会
規
則
第
16号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

　
第
２
条
中
「
第
117条

の
２
の
２
第
１
項
第
３
号
」
を
「
法
第
117条

の
２
の
２
第
１
項
第
３
号
」
に
、「
又
は
第
３
号
」

を
「
、
同
項
第
３
号
、
同
項
第
15号
又
は
同
項
第
16号
」
に
改
め
る
。

　
　
　
附
　
則

　
（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
規
則
は
、
令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
（
飲
酒
運
転
の
再
発
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
規
定
の
適
用
）

２
�　
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
宮
城
県
飲
酒
運
転
根
絶
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
第
２
条
の
規
定
（
道
路
交
通
法

（
昭
和
35年
法
律
第
105号

）
第
108条

の
２
第
１
項
第
15号
及
び
同
項
第
16号
に
規
定
す
る
講
習
に
お
け
る
飲
酒
運

転
の
再
発
防
止
の
た
め
の
措
置
に
限
る
。）
は
、
こ
の
規
則
の
施
行
の
日
以
後
に
同
法
第
117条

の
２
第
１
項
第
１
号

又
は
同
法
第
117条

の
２
の
２
第
１
項
第
３
号
に
該
当
し
た
者
に
対
し
て
行
う
飲
酒
運
転
の
再
発
防
止
の
た
め
の
措

置
か
ら
適
用
す
る
。

〇
宮
城
県
公
安
委
員
会
規
則
第
７
号

　
宮
城
県
道
路
交
通
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　
令
和
７
年
３
月
18日

�
宮
城
県
公
安
委
員
会
委
員
長
　
佐
藤
　
勘
三
郎
　
　

　
　
　
宮
城
県
道
路
交
通
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　
宮
城
県
道
路
交
通
規
則
（
平
成
13年
宮
城
県
公
安
委
員
会
規
則
第
１
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
第
３
条
第
１
項
第
５
号
ウ
イ
中
「
附
属
物
」
を
「
附
属
物
並
び
に
信
号
機
、
道
路
標
識
そ
の
他
の
交
通
安
全
施
設
」

に
、「
が
急
病
者
等
に
対
す
る
」
を
「
又
は
歯
科
医
師
法
（
昭
和
23年
法
律
第
202号

）
に
基
づ
く
歯
科
医
師
が
」
に
改

め
る
。

　
第
14条
第
12号
中
「
第
２
項
又
は
」
の
次
に
「
法
」
を
加
え
る
。

　
第
15条
第
２
項
第
１
号
中
「
安
全
運
転
管
理
者
等
の
」
を
「
届
出
を
す
る
者
に
係
る
住
民
基
本
台
帳
法
（
昭
和
42年

法
律
第
81号
）
第
12条

第
１
項
に
規
定
す
る
」
に
、「
運
転
免
許
証
」
を
「
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別

す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
25年
法
律
第
27号
）
第
２
条
第
７
項
に
規
定
す
る
個
人
番
号
カ
ー

ド
（
表
面
に
限
る
。）
の
写
し
、
法
第
92条
第
１
項
に
規
定
す
る
運
転
免
許
証
（
以
下
「
免
許
証
」
と
い
う
。）」
に
、「
運

転
経
歴
証
明
書
」
を
「
法
第
105条

の
２
第
１
項
に
規
定
す
る
運
転
経
歴
証
明
書
（
以
下
「
運
転
経
歴
証
明
書
」
と
い

う
。）」
に
改
め
る
。

　
第
29条
第
１
項
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

免
許
セ
ン
タ
ー
又
は
警
察
署

免
　
許
　
事
　
務
　
の
　
種
　
類

１
　
宮
城
県
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー

　
　
（
仙
台
市
泉
区
市
名
坂
字
高
倉
65番
地
）

２
　
宮
城
県
警
察
石
巻
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー

　
　
（
東
松
島
市
赤
井
字
南
一
134番

地
）

３
　
宮
城
県
警
察
古
川
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー

　
　
（
大
崎
市
古
川
大
宮
三
丁
目
４
番
30号
）

４
　
宮
城
県
警
察
仙
南
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー

　
　
（
柴
田
郡
大
河
原
町
字
南
平
３
番
地
の
１
）

１
�　
法
第
89条
第
３
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
の
申
請
の
受
理

（
た
だ
し
、
宮
城
県
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
に
限
る
。）

２
�　
法
第
91条
又
は
法
第
91条
の
２
第
２
項
の
規
定
に
よ
る

運
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
自
動
車
等
の
種
類
の
限
定
解
除

審
査
の
申
請
の
受
理

３
�　
法
第
91条
又
は
法
第
91条
の
２
第
２
項
の
規
定
に
よ
る

免
許
の
条
件
の
付
与
及
び
変
更
の
申
請
の
受
理
（
た
だ

し
、
宮
城
県
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
以
外
で
行
う
申
請
の
受

理
は
、
技
能
審
査
が
免
除
さ
れ
る
者
に
限
る
。）

４
�　
法
第
94条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
証
の
記
載
事
項

の
変
更
の
届
出
の
受
理

５
�　
法
第
94条
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
証
の
再
交
付
の

申
請
の
受
理

６
�　
法
第
95条
の
２
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
免
許
情
報

の
記
録
の
申
請
の
受
理

７
�　
法
第
95条
の
２
第
４
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
証
の
返
納

の
受
理

８
�　
法
第
95条
の
２
第
５
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
免
許
情
報

の
記
録
の
申
請
の
受
理

９
�　
法
第
95条
の
２
第
６
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
証
不
交
付

の
申
出
の
受
理

10�　
法
第
95条
の
２
第
10項
の
規
定
に
よ
る
免
許
情
報
記
録

の
抹
消
の
届
出
の
受
理
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11�　
法
第
95条
の
２
第
11項
の
規
定
に
よ
る
免
許
証
の
交
付

の
申
請
の
受
理

12�　
法
第
95条
の
５
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適

用
す
る
法
第
94条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
情
報
記
録

の
変
更
の
届
出
の
受
理

13�　
法
第
97条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
小
型
特
殊
免
許
及
び

原
付
免
許
の
運
転
免
許
試
験
を
受
験
す
る
者
の
申
請
の
受

理
14�　
法
第
97条
の
２
第
１
項
第
２
号
の
規
定
に
よ
る
卒
業
証

明
書
又
は
修
了
証
明
書
を
有
す
る
者
に
対
す
る
当
該
卒
業

証
明
書
に
係
る
運
転
免
許
試
験
又
は
当
該
修
了
証
明
書
に

係
る
仮
免
許
試
験
を
受
験
す
る
者
の
申
請
の
受
理

15�　
法
第
97条
の
２
第
１
項
第
３
号
の
規
定
に
よ
る
特
定
失

効
者
の
受
験
の
申
請
の
受
理

16�　
法
第
97条
の
２
第
１
項
第
４
号
の
規
定
に
よ
る
大
型
自

動
車
、
中
型
自
動
車
、
準
中
型
自
動
車
又
は
普
通
自
動
車

に
係
る
仮
免
許
試
験
を
受
験
す
る
者
の
申
請
の
受
理

17�　
法
第
97条
の
２
第
１
項
第
５
号
の
規
定
に
よ
る
特
定
取

消
処
分
者
の
受
験
の
申
請
の
受
理

18�　
施
行
規
則
第
28条
に
規
定
す
る
運
転
免
許
試
験
成
績
証

明
書
の
交
付

19�　
法
第
100条

の
２
第
５
項
の
規
定
に
よ
る
再
試
験
の
受

験
の
申
請
の
受
理
（
た
だ
し
、
宮
城
県
運
転
免
許
セ
ン

タ
ー
に
限
る
。）

20�　
法
第
101条

第
１
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
証
又
は
免
許

情
報
記
録
（
以
下
「
免
許
証
等
」
と
い
う
。）
の
更
新
の

申
請
及
び
法
第
101条

の
２
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
更
新

期
間
前
に
お
け
る
免
許
証
等
の
更
新
の
申
請
の
受
理

21�　
法
第
101条

の
２
の
２
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
証

等
の
更
新
の
申
請
の
受
理
（
た
だ
し
、
宮
城
県
運
転
免
許

セ
ン
タ
ー
に
限
る
。）

22�　
法
第
101条

の
４
の
２
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
更
新
時

の
免
許
証
不
交
付
の
申
出
の
受
理

23�　
法
第
101条

の
４
の
２
第
４
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
証

の
返
納
の
受
理
（
た
だ
し
、
宮
城
県
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー

に
限
る
。）

24�　
法
第
104条

の
４
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
の
取
消

し
の
申
請
の
受
理

25�　
法
第
106条

の
３
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
証
の
返

納
及
び
法
第
107条

の
10第
１
項
の
規
定
に
よ
る
国
外
運

転
免
許
証
の
返
納
の
受
理

26�　
法
第
106条

の
４
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
情
報
記

録
の
抹
消
の
届
出
の
受
理

27�　
法
第
107条

の
７
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
国
外
運
転
免

許
証
の
交
付
の
申
請
の
受
理

気
仙
沼
警
察
署

（
気
仙
沼
市
赤
岩
杉
ノ
沢
47番
地
６
）

１
�　
法
第
91条
の
規
定
に
よ
る
免
許
の
条
件
の
変
更
（
眼
鏡

等
の
条
件
の
変
更
に
限
る
。）
の
申
請
の
受
理

２
�　
法
第
91条
の
２
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
の
条
件
の

付
与
の
申
請
の
受
理

３
�　
法
第
94条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
証
の
記
載
事
項

の
変
更
の
届
出
の
受
理

４
�　
法
第
94条
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
証
の
再
交
付
の

申
請
の
受
理

５
�　
法
第
95条
の
２
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
免
許
情
報

の
記
録
の
申
請
の
受
理

６
�　
法
第
95条
の
２
第
４
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
証
の
返
納

の
受
理

７
�　
法
第
95条
の
２
第
５
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
免
許
情
報

の
記
録
の
申
請
の
受
理

８
�　
法
第
95条
の
２
第
６
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
証
不
交
付

の
申
出
の
受
理

９
�　
法
第
95条
の
２
第
10項
の
規
定
に
よ
る
免
許
情
報
記
録

の
抹
消
の
届
出
の
受
理

10�　
法
第
95条
の
２
第
11項
の
規
定
に
よ
る
免
許
証
の
交
付

の
申
請
の
受
理

11�　
法
第
95条
の
５
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適

用
す
る
法
第
94条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
情
報
記
録

の
変
更
の
届
出
の
受
理

12�　
法
第
97条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
小
型
特
殊
免
許
及
び

原
付
免
許
の
運
転
免
許
試
験
を
受
験
す
る
者
の
申
請
の
受

理
13�　
法
第
97条
の
２
第
１
項
第
２
号
の
規
定
に
よ
る
卒
業
証

明
書
又
は
修
了
証
明
書
を
有
す
る
者
に
対
す
る
当
該
卒
業

証
明
書
に
係
る
運
転
免
許
試
験
又
は
当
該
修
了
証
明
書
に

係
る
仮
免
許
試
験
を
受
験
す
る
者
の
申
請
の
受
理

14�　
法
第
97条
の
２
第
１
項
第
３
号
の
規
定
に
よ
る
特
定
失

効
者
の
受
験
の
申
請
の
受
理

15�　
法
第
97条
の
２
第
１
項
第
４
号
の
規
定
に
よ
る
大
型
自

動
車
、
中
型
自
動
車
、
準
中
型
自
動
車
又
は
普
通
自
動
車

に
係
る
仮
免
許
試
験
を
受
験
す
る
者
の
申
請
の
受
理

16�　
法
第
97条
の
２
第
１
項
第
５
号
の
規
定
に
よ
る
特
定
取
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消
処
分
者
の
受
験
の
申
請
の
受
理

17�　
施
行
規
則
第
28条
に
規
定
す
る
運
転
免
許
試
験
成
績
証

明
書
の
交
付

18�　
法
第
101条

第
１
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
証
等
の
更
新

の
申
請
及
び
法
第
101条

の
２
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
更

新
期
間
前
に
お
け
る
免
許
証
等
の
更
新
の
申
請
の
受
理

19�　
法
第
101条

の
４
の
２
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
更
新
時

の
免
許
証
不
交
付
の
申
出
の
受
理

20�　
法
第
104条

の
４
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
の
取
消

し
の
申
請
の
受
理

21�　
法
第
106条

の
３
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
証
の
返

納
及
び
法
第
107条

の
10第
１
項
の
規
定
に
よ
る
国
外
運

転
免
許
証
の
返
納
の
受
理

22�　
法
第
106条

の
４
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
情
報
記

録
の
抹
消
の
届
出
の
受
理

南
三
陸
警
察
署

（
本
吉
郡
南
三
陸
町
志
津
川
字
新
井
田
34番
地

166）

１
�　
法
第
94条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
証
の
記
載
事
項

の
変
更
の
届
出
の
受
理

２
�　
法
第
95条
の
５
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適

用
す
る
法
第
94条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
情
報
記
録

の
変
更
の
届
出
の
受
理

３
�　
南
三
陸
警
察
署
の
管
轄
区
域
に
住
所
を
有
す
る
者
に
対

す
る
法
第
101条

第
１
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
証
の
更
新

の
申
請
及
び
法
第
101条

の
２
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
更

新
期
間
前
お
け
る
免
許
証
の
更
新
の
申
請
の
受
理

４
�　
法
第
104条

の
４
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
の
取
消

し
の
申
請
の
受
理

５
�　
法
第
106条

の
３
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
証
の
返

納
及
び
法
第
107条

の
10第
１
項
の
規
定
に
よ
る
国
外
運

転
免
許
証
の
返
納
の
受
理

６
�　
法
第
106条

の
４
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
情
報
記

録
の
抹
消
の
届
出
の
受
理

気
仙
沼
警
察
署
及
び
南
三
陸
警
察
署
を
除
く
警

察
署

１
�　
法
第
94条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
証
の
記
載
事
項

の
変
更
の
届
出
の
受
理

２
�　
法
第
95条
の
５
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適

用
す
る
法
第
94条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
情
報
記
録

の
変
更
の
届
出
の
受
理

３
�　
法
第
104条

の
４
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
の
取
消

し
の
申
請
の
受
理
（
た
だ
し
、
全
て
の
免
許
の
取
消
し
の

申
請
に
限
る
。）

４
�　
法
第
106条

の
３
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
証
の
返

　
�納
及
び
法
第
107条

の
10第
１
項
の
規
定
に
よ
る
国
外
運

転
免
許
証
の
返
納
の
受
理

５
�　
法
第
106条

の
４
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
情
報
記

録
の
抹
消
の
届
出
の
受
理

　
第
29条
第
２
項
中
「
第
21条
第
３
項
、
第
29条
第
３
項
（
第
29条
の
２
第
３
項
」
を
「
第
21条
第
６
項
、
施
行
規
則

第
21条
の
２
第
３
項
、施
行
規
則
第
21条
の
９
第
３
項
、施
行
規
則
第
29条
第
３
項
、（
施
行
規
則
第
29条
の
２
第
３
項
」

に
、「
第
30条
の
９
第
３
項
」
を
「
施
行
規
則
第
30条
の
７
第
４
項
」
に
改
め
る
。

　
第
33条
第
１
項
中
「
及
び
」
の
次
に
「
法
」
を
加
え
、
同
条
第
２
項
中
「
第
90条
第
８
項
、」
の
次
に
「
法
」
を
、「
ま

で
及
び
」
の
次
に
「
法
」
を
加
え
る
。

　
第
33条
の
２
の
見
出
し
中
「
運
転
経
歴
証
明
書
」
の
次
に
「
及
び
運
転
経
歴
情
報
の
記
録
」
を
加
え
、
同
条
第
１
項

を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
�33条
の
２
　
法
第
105条

の
２
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
運
転
経
歴
証
明
書
及
び
法
第
105条

の
２
第
３
項
の
規
定
に
よ

る
運
転
経
歴
情
報
の
記
録
の
申
請
等
に
関
す
る
事
務
は
、
次
の
表
の
左
に
掲
げ
る
免
許
セ
ン
タ
ー
又
は
警
察
署
に
お

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
右
欄
に
掲
げ
る
事
務
を
行
う
も
の
と
す
る
。

免
許
セ
ン
タ
ー
又
は
警
察
署

運
転
経
歴
証
明
書
等
事
務
の
種
類

１
　
宮
城
県
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー

２
　
宮
城
県
警
察
石
巻
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー

３
　
宮
城
県
警
察
古
川
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー

４
　
宮
城
県
警
察
仙
南
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー

５
　
気
仙
沼
警
察
署

１
�　
法
第
105条

の
２
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
運
転
経
歴
証

明
書
の
交
付
の
申
請
の
受
理

２
�　
法
第
105条

の
２
第
３
項
の
規
定
に
よ
る
運
転
経
歴
情

報
の
記
録
の
申
請
の
受
理

３
�　
施
行
規
則
第
30条
の
10第
１
項
の
規
定
に
よ
る
運
転
経

歴
証
明
書
の
記
載
事
項
の
変
更
の
届
出
の
受
理

４
�　
施
行
規
則
第
30条
の
11第
１
項
の
規
定
に
よ
る
運
転
経

歴
証
明
書
の
再
交
付
の
申
請
の
受
理

５
�　
施
行
規
則
第
30条
の
12の
規
定
に
よ
る
運
転
経
歴
証
明

書
の
返
納
の
受
理

６
�　
施
行
規
則
第
30条
の
15第
１
項
の
規
定
に
よ
る
運
転
経

歴
情
報
記
録
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
記
録
の
変
更
の
届
出
の

受
理

７
�　
施
行
規
則
第
30条
の
16の
規
定
に
よ
る
運
転
経
歴
情
報

の
抹
消
の
届
出
の
受
理

南
三
陸
警
察
署

１
�　
法
第
105条

の
２
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
運
転
経
歴
証

明
書
の
交
付
の
申
請
の
受
理

２
�　
施
行
規
則
第
30条
の
10第
１
項
の
規
定
に
よ
る
運
転
経

歴
証
明
書
の
記
載
事
項
の
変
更
の
届
出
の
受
理
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３
�　
施
行
規
則
第
30条
の
11第
１
項
の
規
定
に
よ
る
運
転
経

歴
証
明
書
の
再
交
付
の
申
請
の
受
理

４
�　
施
行
規
則
第
30条
の
12の
規
定
に
よ
る
運
転
経
歴
証
明

書
の
返
納
の
受
理

５
�　
施
行
規
則
第
30条
の
15第
１
項
の
規
定
に
よ
る
運
転
経

歴
情
報
記
録
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
記
録
の
変
更
の
届
出
の

受
理

６
�　
施
行
規
則
第
30条
の
16の
規
定
に
よ
る
運
転
経
歴
情
報

の
抹
消
の
届
出
の
受
理

気
仙
沼
警
察
署
及
び
南
三
陸
警
察
署
を
除
く
警

察
署

１
�　
法
第
105条

の
２
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
運
転
経
歴
証

明
書
の
交
付
の
申
請
の
受
理

２
�　
施
行
規
則
第
30条
の
10第
１
項
の
規
定
に
よ
る
運
転
経

歴
証
明
書
の
記
載
事
項
の
変
更
の
届
出
の
受
理

３
�　
施
行
規
則
第
30条
の
12の
規
定
に
よ
る
運
転
経
歴
証
明

書
の
返
納
の
受
理

４
�　
施
行
規
則
第
30条
の
15第
１
項
の
規
定
に
よ
る
運
転
経

歴
情
報
記
録
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
記
録
の
変
更
の
届
出
の

受
理

５
�　
施
行
規
則
第
30条
の
16の
規
定
に
よ
る
運
転
経
歴
情
報

の
抹
消
の
届
出
の
受
理

　
第
33条
の
２
第
２
項
中
「
第
104条

の
４
第
５
項
」
を
「
第
105条

の
２
第
１
項
」
に
改
め
、「
の
交
付
」
の
次
に
「
若

し
く
は
法
第
105条

の
２
第
３
項
の
規
定
に
よ
る
運
転
経
歴
情
報
の
記
録
又
は
そ
の
双
方
」
を
加
え
、「
運
転
経
歴
証
明

書
交
付
申
請
書
」
を
「
運
転
経
歴
証
明
書
交
付
等
申
請
書
」
に
改
め
、
同
条
第
３
項
中
「
第
30条
の
12第
１
項
」
を
「
第

30条
の
10第

１
項
」
に
改
め
、「
の
変
更
」
の
次
に
「
若
し
く
は
施
行
規
則
第
30条

の
15第
１
項
の
規
定
に
よ
る
運
転

経
歴
情
報
記
録
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
記
録
の
変
更
又
は
そ
の
双
方
」
を
加
え
、「
運
転
経
歴
証
明
書
記
載
事
項
変
更
届
」

を
「
運
転
経
歴
証
明
書
記
載
事
項
等
変
更
届
」
に
改
め
、
同
条
第
４
項
中
「
第
30条
の
13第
１
項
」
を
「
第
30条
の
11

第
１
項
」
に
、「
様
式
第
30号

の
３
の
運
転
経
歴
証
明
書
再
交
付
申
請
書
」
を
「
様
式
第
30号

の
運
転
経
歴
証
明
書
交

付
等
申
請
書
」
に
改
め
、
同
条
第
５
項
中
「
第
30条
の
14」
を
「
第
30条
の
12」
に
、「
返
納
は
、」
を
「
返
納
に
あ
っ

て
は
」
に
、「
を
」
を
「
を
、
施
行
規
則
第
30条

の
16の

規
定
に
よ
る
運
転
経
歴
情
報
の
抹
消
の
届
出
に
あ
っ
て
は
様

式
第
30号
の
５
の
運
転
経
歴
情
報
抹
消
届
を
」
に
改
め
、
同
条
第
６
項
中
「
運
転
経
歴
証
明
書
交
付
申
請
書
又
は
運
転

経
歴
証
明
書
再
交
付
申
請
書
」
を
「
運
転
経
歴
証
明
書
交
付
等
申
請
書
」
に
改
め
る
。

　
第
33条

の
３
の
見
出
し
を
「（
免
許
証
等
及
び
国
外
運
転
免
許
証
の
返
納
等
手
続
）」
に
改
め
、
同
条
中
「
第
107条

第
１
項
」
を
「
第
106条

の
３
第
１
項
」
に
、「
を
、」
を
「
を
、
法
第
106条

の
４
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
情
報
記

録
の
抹
消
に
あ
っ
て
は
様
式
第
31号

の
２
の
免
許
情
報
記
録
抹
消
届
を
、
法
」
に
改
め
、
同
条
た
だ
し
書
中
「（
法
第

104条
の
４
第
５
項
の
規
定
に
よ
る
運
転
経
歴
証
明
書
の
交
付
の
申
請
と
同
時
に
行
う
場
合
を
除
く
。）」
を
「
若
し
く

は
免
許
情
報
記
録
の
抹
消
又
は
そ
の
双
方
」
に
、「
別
記
様
式
第
19の
３
の
８
」
を
「
別
記
様
式
第
19の
３
の
７
」
に
、

「
第
104条

の
４
第
５
項
（
法
第
105条

第
２
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
を
「
第
105

条
の
２
第
１
項
」
に
、「
の
申
請
と
同
時
に
行
う
免
許
証
の
返
納
」
を
「
若
し
く
は
法
第
105条

の
２
第
３
項
の
規
定
に

よ
る
運
転
経
歴
情
報
の
記
録
又
は
そ
の
双
方
の
申
請
と
同
時
に
行
う
免
許
証
の
返
納
若
し
く
は
免
許
情
報
記
録
の
抹
消

又
は
そ
の
双
方
」
に
、「
運
転
経
歴
証
明
書
交
付
申
請
書
」
を
「
運
転
経
歴
証
明
書
交
付
等
申
請
書
」
に
改
め
る
。

　
第
34条
第
２
項
の
表
中

「
４
　
違
反
者
講
習

５
　
臨
時
高
齢
者
講
習

」

を「
４
　
違
反
者
講
習

」

に
、

「
13　
　
高
齢
者
講
習

」

を「
13　
高
齢
者
講
習

14　
違
反
者
講
習

」

に
改
め
る
。

　
第
39条
中
「
第
32条
の
８
第
２
号
又
は
第
34条
第
２
項
」
を
「
令
第
32条
の
８
第
２
号
又
は
令
第
34条
第
２
項
」
に

改
め
る
。

　
第
47条
中
「
又
は
」
の
次
に
「
委
託
規
則
」
を
加
え
る
。

　
第
54条
中
「
、
収
入
証
紙
を
申
請
書
又
は
申
請
書
に
は
り
付
け
て
」
を
削
る
。

　
別
表
第
３
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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別
表
第
３
（
第
52条
関
係
）

活
　
　
　
動
　
　
　
区
　
　
　
域

定
数

警
察
署
の
名
称
、位
置
及
び
管
轄
区
域
に
関
す
る
条
例（
昭
和
29年
宮
城
県
条
例
第
32号
。
以
下「
条

例
」
と
い
う
。）
別
表
に
規
定
す
る
宮
城
県
仙
台
中
央
警
察
署
の
管
轄
区
域

20

条
例
別
表
に
規
定
す
る
宮
城
県
仙
台
南
警
察
署
の
管
轄
区
域

14

条
例
別
表
に
規
定
す
る
宮
城
県
仙
台
北
警
察
署
の
管
轄
区
域

17

条
例
別
表
に
規
定
す
る
宮
城
県
仙
台
東
警
察
署
の
管
轄
区
域

16

条
例
別
表
に
規
定
す
る
宮
城
県
泉
警
察
署
の
管
轄
区
域

14

条
例
別
表
に
規
定
す
る
宮
城
県
若
林
警
察
署
の
管
轄
区
域

14

条
例
別
表
に
規
定
す
る
宮
城
県
石
巻
警
察
署
の
管
轄
区
域

17

条
例
別
表
に
規
定
す
る
宮
城
県
塩
釜
警
察
署
の
管
轄
区
域

16

条
例
別
表
に
規
定
す
る
宮
城
県
気
仙
沼
警
察
署
の
管
轄
区
域

10

条
例
別
表
に
規
定
す
る
宮
城
県
佐
沼
警
察
署
の
管
轄
区
域

10

条
例
別
表
に
規
定
す
る
宮
城
県
登
米
警
察
署
の
管
轄
区
域

７

条
例
別
表
に
規
定
す
る
宮
城
県
河
北
警
察
署
の
管
轄
区
域

８

条
例
別
表
に
規
定
す
る
宮
城
県
南
三
陸
警
察
署
の
管
轄
区
域

６

条
例
別
表
に
規
定
す
る
宮
城
県
古
川
警
察
署
の
管
轄
区
域

15

条
例
別
表
に
規
定
す
る
宮
城
県
大
和
警
察
署
の
管
轄
区
域

12

条
例
別
表
に
規
定
す
る
宮
城
県
栗
原
警
察
署
の
管
轄
区
域

14

条
例
別
表
に
規
定
す
る
宮
城
県
遠
田
警
察
署
の
管
轄
区
域

10

条
例
別
表
に
規
定
す
る
宮
城
県
鳴
子
警
察
署
の
管
轄
区
域

７

条
例
別
表
に
規
定
す
る
宮
城
県
加
美
警
察
署
の
管
轄
区
域

８

条
例
別
表
に
規
定
す
る
宮
城
県
岩
沼
警
察
署
の
管
轄
区
域

12

条
例
別
表
に
規
定
す
る
宮
城
県
大
河
原
警
察
署
の
管
轄
区
域

10

条
例
別
表
に
規
定
す
る
宮
城
県
白
石
警
察
署
の
管
轄
区
域

10

条
例
別
表
に
規
定
す
る
宮
城
県
角
田
警
察
署
の
管
轄
区
域

９

条
例
別
表
に
規
定
す
る
宮
城
県
亘
理
警
察
署
の
管
轄
区
域

９

合
　
　
　
　
　
　
計

285

　
様
式
第
１
号
中
「
道
路
維
持
等
作
業
」
を
「
道
路
等
点
検
・
保
守
」
に
、「
緊
急
往
診
」
を
「
医
師
等
往
診
」
に
改

め
る
。

様
式
第
５
号
中
「
免
許
証
番
号
」
を
「
免
許
証
番
号
又
は
�

免
許
情
報
記
録
の
番
号
」
に
改
め
る
。

様
式
第
14号
中

「
⑤安
全
運
転
管
理

者
が
運
転
免
許

を
取
得
し
て
い

る
場
合

免
許
の
種
類

」

を
免
許
年
月
日

免
許
証
番
号

交
付
年
月
日

年
　
　
月
　
　
日

交
付
公
安
委
員
会

「
⑤安
全
運
転
管
理

者
が
運
転
免
許

を
取
得
し
て
い

る
場
合

免
許
の
種
類

」

に
改
め
る
。

免
許
年
月
日

免
許
証
番
号
又
は
�

免許情報記録の番号

交
付
年
月
日

年
　
　
月
　
　
日

交
付
公
安
委
員
会

様
式
第
15号
中

「
⑤副
安
全
運
転
管

理
者
が
運
転
免

許
を
取
得
し
て

い
る
場
合

免
許
の
種
類

」

を
免
許
年
月
日

免
許
証
番
号

交
付
年
月
日

年
　
　
月
　
　
日

交
付
公
安
委
員
会
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「
⑤副
安
全
運
転
管

理
者
が
運
転
免

許
を
取
得
し
て

い
る
場
合

免
許
の
種
類

」

に
改
め
る
。

免
許
年
月
日

免
許
証
番
号
又
は
�

免許情報記録の番号

交
付
年
月
日

年
　
　
月
　
　
日

交
付
公
安
委
員
会

　
様
式
第
21号
及
び
様
式
第
22号
中

「

運
転

免
許

免
許
の
種
類

免
許
年
月
日

免
許
証
番
号

交
付
年
月
日

交
付
公
安
委
員
会

」

を「

運
転

免
許

免
許
の
種
類

免
許
年
月
日

免
許
証
番
号
又
は
�

免
許
情
報
記
録
の
番
号

交
付
年
月
日

交
付
公
安
委
員
会

」

に
改
め
る
。

　
様
式
第
28号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

様式第２８号（第28条関係）

運 転 免 許 の 条 件　　解　除変　更　　申 請 書

　宮城県公安委員会　殿 申請日 年　　　月　　　日

資 料 区 分
条　変
５　８

フ リ ガ ナ （シ） （メイ）
電
話

自宅・勤務先・携帯

氏 名
（氏） （名）

（　　　）　　　－

生 年 月 日 大 正 ・昭 和 ・平 成 � 　 　 　 　 年 　 　 　 　 月 　 　 　 　 日 性　別 男　・　女

本籍・国籍等

住 所
宮城県

交 付 － 番 号 　　　　　年　　　　　月　　　　　日－ 　　　　　年　　　　　月　　　　　日　まで有効

免 許 証 番 号

免許情報記録番号

免 許 の 種 類
⑥

登 録 年 月 日 　　　年　　　月　　　日大

型

中

型

準
中
型

普

通

大

特

大
自
二

普
自
二

小

特

原

付

け
ん
引

大
型
二

中
型
二

普
通
二

大
特
二

け
ん
引
二

現に受けている
免 許 の 条 件

⑩
処 理 区 分

変更後の
免許条件

⑳
条 件 コ ー ド

※現に受けている免許の条件は、免許証のとおり記入してください。
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様
式
第
30号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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様式第30号（第33条の２関係）

　　　運 転 経 歴 証 明 書 交 付 申 請 書　　　　　　（兼運転免許取消申請書・運転免許証返納届）

登録日 年　　月　　日

　　　　　宮城県公安委員会　殿
取消同時経歴 経歴のみ 経歴再交付
36－91 36 36

申請日 年　　月　　日　 生年
月日

明治 大正 昭和 平成
　　　年　　月　　日　

１ ２ ３ ４
フリガナ 性　別 男 ・女

氏名 電
話

現　　　住　　　所

過去３年間以内に交通事故か違反はありますか　□はい　□いいえ 免 許 証 等 の 紛 失 等 の 事 情 の 有 無 マイナンバーカード

手 続 後 の 保 有 希 望 ／ 経 歴 証 明 書 ・ マ イ ナ 経 歴 証 有 ・ 無 ／ 免 許 証 ・ マ イ ナ 免 許 証 有効・失効

取消
（返納）
した
免許
証の
内容

住　　所

免許証番号 免許情報記録番号

交付年月日・照会番号 記録年月日・照会番号

取 消 申 請 と 同 時 申 請 □　　有　　　□　　無 申 請 理 由

処 分 番 号 □処分日時　□失効日

免 許 種 別 大
型

中
型

準
中
型

普
通

大
特

大
自
二

普
自
二

小
特

原
付

け
ん
引

大
型
二

中
型
二

普
通
二

大
特
二

け
ん
引
二

運転免許証もしくは運転経歴証明書コピー

受付

（この線から下には記載しないでください。）

写
真
は
不
要
で
す
。
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様
式
第
30号
の
２
中
「
運
転
経
歴
証
明
書
記
載
事
項
変
更
届
」
を
「
運
転
経
歴
証
明
書
記
載
事
項
等
変
更
届
」
に
改

め
る
。

　
様
式
第
30号
の
３
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

様
式
第
30号
の
３
　
削
除

　
様
式
第
30号
の
４
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

様式第３０号の ４（第33条の２関係）

運転経歴証明書返納届

� 年　　月　　日

宮城県公安委員会　殿

ふ り が な

氏 名

生 年 月 日 　　　　年　　　　月　　　　日

返 納 年 月 日 　　　　年　　　　月　　　　日

運
転
経
歴
証
明
書
の
写
し

（この線から下には記載しないこと。）
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様
式
30号
の
４
の
次
に
次
の
１
様
式
を
加
え
る
。

様式第３０号の 5（第33条の２関係）

運転経歴情報抹消届

� 年　　月　　日

宮城県公安委員会　殿

ふ り が な

氏 名

生 年 月 日 　　　　年　　　　月　　　　日

抹 消 申 請 年 月 日 　　　　年　　　　月　　　　日

（この線から下には記載しないこと。）
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様
式
第
31号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

様式第３1号（第33条の３関係）

運転免許証返納届

� 年　　月　　日

宮城県公安委員会　殿

ふ り が な

氏 名

生 年 月 日 　　　　年　　　　月　　　　日

免許証の記載事項の変更の有無 有　　　　・　　　　無

返 納 年 月 日 　　　　年　　　　月　　　　日

（この線から下には記載しないこと。）
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様
式
第
31号
の
次
に
次
の
１
様
式
を
加
え
る
。

様式第３1号の 2（第33条の３関係）

免許情報記録抹消届

� 年　　月　　日

宮城県公安委員会　殿

ふ り が な

氏 名

生 年 月 日 　　　　年　　　　月　　　　日

免許証の記載事項の変更の有無 有　　　　・　　　　無

抹 消 申 請 年 月 日 　　　　年　　　　月　　　　日

（この線から下には記載しないこと。）
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附
　
則

　
（
施
行
期
日
）

１
�　
こ
の
規
則
は
、
令
和
７
年
３
月
24日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別
表
第
３
の
規
定
は
、
警
察
署
の
名
称
、
位
置

及
び
管
轄
区
域
に
関
す
る
条
例
及
び
警
察
署
協
議
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
令
和
６
年
宮
城
県
条
例
第
59

号
）
の
施
行
の
日
（
令
和
７
年
３
月
21日
）
か
ら
施
行
す
る
。

　
（
経
過
措
置
）

２
�　
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、

当
分
の
間
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

３
　
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。


